
国会対応業務に係る各府省の実態について
（全府省(44府省等)に対するアンケート(令和４年11月～令和５年１月実施)の結果）

令和５年３月

人 事 院

(注)P.6の赤字は令和７年11月に加筆



１．国会対応業務に関する超過勤務の状況

■ 国会対応業務に関する超過勤務の状況(令和３年度)について、「前年度(令和２年度)
から状況は変わっていない」が多い。

■ 「前年度と比較して大幅に改善」又は「前年度と比較して改善」は少ない。

（単位：府省）

※ 全府省はデジタル庁(令和３年９月発足)を除く43府省等
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２．国会対応業務に関する超過勤務の要因（①質問通告）

■ 「質問通告」に関する超過勤務の具体的要因としては、「質問通告が遅い」、「質問通
告の内容が不明確(趣旨が不明な一行要旨等)」及び「関係府省との答弁案の調整」を挙げるものが
多い。

※１ 各府省の回答について、「超過勤務の大きな要因となっている」を３ポイント、「超過勤務の要因となっている」を２ポイント、「超
過勤務の要因となることもある」を１ポイント、「超過勤務の要因となっていない」を０ポイントと数値化した上で集計。ポイントの最
大値は132（＝44府省等×３ポイント）

※２ ５府省は「その他」と回答
     主なもの（概要）：「他省庁作成答弁の合議を受けた場合の答弁待ち」､「質疑時間に対する質問通告数が多い」､「質問レクの拘束時

間が長い」､「追加の質問通告の時間が遅い」

（単位：ポイント）
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（単位：府省）【複数選択可】

２．国会対応業務に関する超過勤務の要因（②質問主意書）

■ 「質問主意書」に関する超過勤務の具体的要因としては、「回答期限が短い」と「関
係府省との答弁案の調整」を挙げるものが多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「質問主意書の割り振りに関する省庁間協議で時間を要すること」
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（単位：府省）【複数選択可】

２．国会対応業務に関する超過勤務の要因（③資料要求）

■ 「資料要求」に関する超過勤務の具体的要因としては、「回答期限が短い」を挙げるも
のが多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「要求内容が漠然としており、内容が不明確」、「要求資料が多い」、「似たような資料要求が多い」、
「複数の事務所から同じような依頼がくる」
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【複数選択可】 （単位：府省）

２．国会対応業務に関する超過勤務の要因（④レク要求）

■ 「レク要求〔複数議員によるヒアリング含む〕」に関する超過勤務の具体的要因については、「レ
ク実施までの期間が短い」と「レク依頼時に、議員等から求められているレク内容が不明
確」を挙げるものが多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「レク要求の時間が遅い」、「ヒアリング時の説明内容について、事前に書面での提出を求められる」、
「時間外の質問レクへの対応」、「問ごとの担当省庁、レク開始時間・終了時間の目安が示されていない場合、担当課室は必要よりも早く
参集しなければならず、説明後も自課室の対応が完全に終了したかどうか判断できないために、前後の待機時間が長くなる」
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３．国会対応業務について改善を希望する事項（①質問通告）

■ 「質問通告」の改善点として、「与野党の国対委員長申合せ事項の質問通告期限(前々日の

正午まで（注）)の遵守など、質問通告の早期化」、「質問通告内容の明確化(一行要旨や問合せを認めない

通告などの改善)」及び「質疑時間を考慮した質問通告数」を希望する声が強い。

※１ 各府省の回答について、「特に改善を希望する」を３ポイント、「改善を希望する」を２ポイント、「対応可能であれば改善を希望す
る」を１ポイント、「改善を希望しない」を０ポイントと数値化した上で集計。ポイントの最大値は132（＝44府省等×３ポイント）

※２ ５府省は「その他」を回答
     主なもの（概要）：「総理・官房長官等の問表配布、官邸クリアの早期化」､「期限遵守のためのルール策定」､「明らかに関係のない府

省に対する早期の国会待機解除」

（単位：ポイント）
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（注）

132

(注) 質問通告については、平成11年に「前々日の正午まで」と申合せがされましたが、平成26年以降は「すみやかな質問通告に努める」とされていました。
本アンケートでは平成11年申合せを引用しており、記載が正確でありませんでした。その旨補足するとともに、お詫び申し上げます。



（単位：府省）【複数選択可】

３．国会対応業務について改善を希望する事項（②質問主意書）

■ 「質問主意書」について改善を希望する事項としては、「答弁書の回答期限(７日以内)
の緩和」が多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「答弁の延期の手続の簡略化」
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（単位：府省）【複数選択可】

３．国会対応業務について改善を希望する事項（③資料要求）

■ 「資料要求」について改善を希望する事項としては、「作業期間を考慮した回答期限
の設定」が多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「業務時間内の資料要求」、「趣旨を明確にした資料要求」、「全省庁向けの資料要求に対する相談
窓口省庁（部局）の明確化」
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（単位：府省）【複数選択可】

３．国会対応業務について改善を希望する事項（④レク要求）

■ 「レク要求」について改善を希望する事項としては、「準備期間を考慮したレク日時
の設定」と「求めているレク内容を明確にした依頼」が多い。

※１ 全府省は44府省等

※２ 「その他」の主なもの（概要）：「業務時間内のレク依頼」、「レクの通告期限のルール化」
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